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学位論文内容の要旨
糖の脂肪酸エステル,脂肪鎖アルコ-ル配糖体などの非イオン性界面活性剤は,食品,化粧品および医療品等
で広い応用性を持っていて産業的用途は極めて広い｡その日的 ･用途に応 じてそれらの親水性/親油性バランス
を調節する事は重要である｡そのため化学合成によって疎水性部分と親水性部分を種々組み合わせるという方法
が行われている｡CGTaseは,親水性の高いグリコシル基受容体を良い基質とするが疎水性の高い置換基を有す
る化合物が基質になり難いと言われている｡本研究では,糖受容体特異性の低い B.stearothermophiLus由来の
cGTaseは,疎水性の高い物質においても,配糖体化 していれば,その糖部分を認識 して糖転移を触媒する可能
性があると考えた｡本方法が.非イオン性界面活性剤の低環境負荷型生産に利用される事が期待されるO
スクロースの脂肪酸エステルがcGTaseの基質になるかどうかの検討では,Monolauroylsucroseの混合物及び純
粋な 2･OILauroylsucroseを糖受容体として用いて CGTaseによるグリコシル化反応行った.その結果,1-3グル
コース残基が付加した生成物を得た06-0-Monolauroylsucroseが反応せず,210-Lauroylsucroseの反応ではグリコ
シル化産物の収率が比較的低い事から反応位置の近くに結合している疎水性置換基がcGTaseを用いるグリコシ
ル化反応の収率を低下させる事が判かった｡また,合成した脂肪鎖アルコール配糖体 Butyl,Octyl,Lauryl,Stearyl
maltosideとエーテル型糖脂質を糖受容体として用いて,CGTaseによる糖鎖延長反応を行ったところ,Butyl,Octyl,
Laurylmaltosideとエーテル型糖脂質がcGTaseの基質になり,それぞれ ト2のグルコース残基付加した産物が得
られた｡収率は炭素鎖が長くなるほど低下 し,Stearylmaltosideの場合,反応は進行しなかった｡ しかし,このよ
うなステアリル基とマル トー スの間にグリセロールを有する場合,CGTaseの基質となり,糖鎖付加する事が判
かったOシンナミルアルコール等の香料は,必要な時に香りを発生させるという事ができれば,新たな利用価値
がある｡そのため香気配糖体の合成が行われている｡また,界面活性剤の親水性/疎水性バランスを変える方法と
して,CGTaseによる糖鎖延長が利用できる可能性がある｡これらの香料の糖鎖誘導体を合成する事が出来れば,
非イオン性中性界面活性剤としての性質を示す事が予想され,香料をベ-スにした新規界面活性剤となり,これ
をグルコシダーゼ等により加水分解すれば,香気配糖体からアグリコンが遊離 し,香 りが発生するので,別の利
用法が考えられる0本研究では,先ずアルコール性香料をアセチルグルコースと三フッ化ホウ素に作用させ,水
酸化ナ トリウムで脱アセチル化 してアルコール性香気配糖体を得たO続いて,得られた単糖配糖体にβ-グリコシ
ダーゼを作用させたどころ,加水分解しアグリコンが遊離 した事が分かったocGTaseの反応から得られた二,≡
糖配糖体は β-グリコシダーゼにより加水分解しなかったが,α-,β-グリコシダーゼを同時に用いた場合,アグリコ
ンを遊離する事が分かった｡
 論文審査結果の要旨 
 
糖脂質を基本骨格とするバイオサーファクタントは低環境負荷型界面活性剤として近年注目さ
れている。構造の異なる多様なバイオサーファクタントが開発されているが,それらが全て応用的
に有効であるとは限らない。従って、それらの目的に応じた機能改変が重要な課題となっている。
本研究ではこのような背景の基に ,幾つかの脂肪酸,短鎖・長鎖アルコールのマルトース配糖体を
化学的に合成し,これらの分子内の糖鎖に Cyclomaltodextrin glucanotransferase(CGTase)を作用させ
ることによってその糖鎖を延長する方法について検討したものである。微生物が生産する CGTase
は澱粉からシクロデキストリンの生成や加水分解に加えてグルコースやスクロースへのグリコシ
ル基転移反応を触媒する。しかし,一般に本酵素は、基質に疎水性の高い置換期が結合すると触媒
作用が減少すると言われている。そこで趙 海氏はこの事を確認するために長さの異なる脂肪
アルコール(C4, C8, C12, C18)の各種マルトース配糖体を化学的に合成し、これに対して、糖鎖供
与体としてのオリゴ糖の存在下,CGTase を作用させたところ,それらの糖鎖に１－２個のグルコー
ス残基が付加する事を明らかにした。それらの構造確認を 1H,13C NMR 及び ESI MS で行っている。
この実験の結果、アルコールの炭素鎖が長くなる程、収率は低下し,C18 のステアリルアルコール
では反応は殆ど進行しない事が判明した。この結果は ,基質に疎水性の高い置換期が結合すると
CGTase の触媒作用が減少するという説を裏付けたものとなった。興味ある事にステアリルアル
コールと糖鎖が分子内でグリセロールによって分離されている場合は基質になる事も明らかにし
た。このように糖鎖に疎水性置換期が結合しているものでも CGTase の基質になる事が明らかに
なったので,趙 海氏は幾つかのアルコール性の香料の配糖体を合成し,これに対して CGTase を
作用させる事によって糖鎖を延長する事に成功した。これらの物質は香りを呈さない
が,glucoamilase, α-glucosidase, β-glucosidase を同時に作用させると加水分解が起こり再び香りを発
する事を明らかにした。以上の研究結果はバイオサーファクタントを含む糖脂質の物理化学的性
質を変える一つの方法として意義が深く,今後の幅広い応用が期待される。 
従って,以上のような研究成果は博士（農学）の学位に十分値するものと判断した。 
